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知と技で世界に羽ばたく

り
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磁
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デ
ー
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去
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刀
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Ｎ
田
翌

軋
蝙

梁

予

輸機
嘴
鏃
舞

菫

を
あ
け
る
方
式
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
フ」れ
で
は

再
生
可
能
な
こ
と
も
あ
り
、
よ
り
確
実
完
全
な

デ
ー
タ
消
去
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ハ
ー
ド
デ

ィ
ス
ク
ヘ
の
記
録
は
、
小
さ
な
磁
石
（磁
性
粒
子
）

が
並
ん
だ
状
態
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、

デ
ー
タ
の
記
録
は
そ
の
並
ん
だ
磁
石
に
強
力

な
磁
気
を
か
け
て
不
規
則
に
し
て
し
ま
う
こ
と

に
よ
り
消
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
フ」れ
ま
で
の

一ｍ
鮪麗
●
●

パ
ソ
コ
ン
の
廃
棄
後
に
デ
ー
タ
消
去
が
不

十
分
だ
っ
た
た
め
に
、
パ
ソ
コ
ン
内
の
個
人
情

報
や
機
密
情
報
が
外
部
に
流
出
す
る
危
険

性
が
問
わ
れ
て
い
る
。
官
庁
、
公
的
機
関
、
企

業
な
ど
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
廃
棄
、
リ
ー
ス
返

却
の
際
に
確
実
な
デ
ー
タ
消
去
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
。
ア」れ
ま
で
は
、
ハ
ー
ド
いア
ィ
ス
ク
に
穴

代表取締役

生田 篤識

り・バース株式会社

本  社 川崎市川崎区境町819
TEL:044-2101770

FAX:044-2101771

http://wwwre bレ th jaoan com/

設  立 2005年 10月 (平成 17年 )
従業員数 6名

資 本 金  1,000万 円

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
は
、
水
平
磁
気
記
録
方
式
と

い
わ
れ
る
方
式
で
記
録
媒
体
に
磁
性
粒
子
が

水
平
に
並
ん
で
い
る
が
数
年
前
か
ら
磁
性
粒

子
を
記
録
媒
体
に
対
し
て
縦
に
並
べ
る
垂
直

磁
気
記
録
に
代
わ
り
つ
つ
あ
る
。
垂
直
磁
気
記

録
は
、
媒
体
に
対
し
て
深
さ
が
あ
り
、
か
つ
情

報
量
が
多
い
た
め
そ
れ
を
消
去
す
る
た
め
に
は
、

単
に
強
い
磁
気
を
か
け
る
だ
け
で
は
完
全
に

消
去
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。
り
・

バ
ー
ス
社
は
、
独
自
技
術
で
水
平
・垂
直
磁
気

記
録
の
両
方
式
の
デ
ー
タ
を
消
去
す
る
装
置

を
開
発
し
た
。
さ
ら
に
、
小
型
化
を
図
る
こ
と

で
持
ち
運
び
も
可
能
と
し
て
い
る
。
消
去
の
作

業
は
、
消
去
す
べ
き
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
を
セ
ッ
ト

し
、
ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
一
瞬
で
磁

気
デ
ー
タ
の
消
去
が
完
了
す
る
。
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全
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証
一明
　
・●
一　
　
一

磁
気
デ
ー
タ
の
消
去
に
関
し
て
は
、
総
務

省
、
電
子
情
報
技
術
産
業
協
会
に
よ
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
「物
理

的
破
壊
若
し
く
は
磁
気
的
破
壊
な
ど
の
方
法

に
よ
り
全
て
の
情
報
を
復
元
困
難
な
状
態
に

し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
消
去
後
の
確
認
は
、
第

二
者
機
関
の
く
「
〓
画
像
に
よ
る
確
認
と
磁

気
コ
ロ
イ
ド
に
よ
る
確
認
を
実
施
し
て
お
り
安

心
し
て
利
用
で
き
る
。
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磁
気
デ
ー
タ
の
消
去
に
は
５
６
０
晰
以
上

の
強
力
な
磁
気
を
発
生
さ
せ
る
が
、
独
自
技

術
の
磁
気
シ
ー
ル
ド
で
装
置
内
に
磁
気
を
閉

じ
こ
め
て
お
り
、
外
部
へ
の
磁
界
は
ｏ
”
↓
や
家

電
以
下
に
お
さ
え
て
あ
り
安
全
設
計
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
磁
気
記
録
消
去
の
対
象
と
な
る

メ
ぶブ
ィ
ア
は
、
ハ
ー
ド
ぶア
ィ
ス
ク
の
他
に
も
リ
ム

ー
バ
ブ
ル
磁
気
いア
ィ
ス
ク
（フ
ロ
ッ
ピ
ー
いア
ィ
ス

ク
な
ど
）
、
オ
ー
デ
ィ
オ
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

（く
〓
∽
、
ベ
ー
タ
、
∪
＞
↓
な
ど
）
、
そ
の
他
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
テ
ー
プ

（０
く
↓
、
∪
”
↓
、
ｒ
↓
〇
、

く
Ｘ
＞
、
∪
∪
∽
な
ど
）
は
す
べ
て
ワ
ン
タ
ツ
チ
で

完
全
に
消
去
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

認
定
委
員
の
評
価

○
時
代
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る

○
潜
在
的
ニ
ー
ズ
は
高
い

○
独
自
に
発
見
し
た
独
創
性
の
局
い
技
術
で

あ
る



川崎ものづくリブランド推進協議会

会長 西 岡 浩 史

(川崎商工会議所 会頭 )

日々、変化する時代の中で高度なものづくり・環境技術を進

化させ、産業集積都市として発展を続ける川崎。これもひとえに

今日までの市内中小企業の皆様の力強い支えがあつたからこ

そと心から敬意と感謝を中し上げます。

今回は過去最多の10件、いずれも素晴らしい製品・技術を認

定させていただきました。ご覧のとおり、環境・エネルギー分野

の製品等が多いことも特徴となっております。

この事業のロゴマークは、世界に羽ばたくイメージを基に川1崎

の川の字をモチーフにして、青色には悠久、オレンジ色には情熱

を込めたフォルムとなっています。まさしくり|1崎から世界に向け、

優れた製品や技術を発信してゆく象徴であります。

市内中小製造業の優れた工業製品や技術を発掘し認定す

る「川崎ものづくリブランド」事業は今回で6回目を迎えました。

毎年、愛情や情熱を傾けて開発された製品や技術に出会える

ことは、とても刺激的であると同時に大変楽しみにしている事業

であります。

中小企業の皆様方のご発展を期待しながら、今後とも一層

のご支援ご協力をよろしくお願いいたします。

川崎ものづくリブランドのシンボルマーク

21世紀の情報伝達はまさに瞬時に世界を駆け巡ります。

このマークはこうした時代背景を基盤とした「知と技」を悠久に世界に羽

ばたくイメージを基に川崎の川の字をモチーフにしたフォルムです。この

羽の青色は悠久、明智、深遠を表わす「知Jであリオレンジ色は熱烈、活

力、情熱をもった「技Jをシンボライズしたものです。

<事務局。連絡先>
川崎商工会議所 企画広報部
T212-0013

川崎市幸 区堀川町580番地 ソリッドスクエア西館 5階

TEL:044-540-3902
FAX:044-540-3900

川崎市 経済労働局 工業振興課
〒210-8577

川崎市川崎区宮本町1番地

TEL:044-200-2324
FAX:044-200-3920

イノベーション都市・りII崎の

悠久・情熱をもって世界に羽ばたく 「ものづくリブランド」

知と技で世界に羽ばたく

川崎ものづくリプランド

<主催>

』‡1嘔鶉鯰づくリゾ鞣隷鰈推進鶴炒蝙
http://、v、vヽv.k lnonobrand.com/  E lllail:info@k lnonobrand.com

川崎ものづくリブランド推進協議会

特男り顧問 阿部 孝夫
(川崎市長)

川崎市内の中小製造業が生み出した優れた工業製品や技

術を認定する「り|1崎ものづくリブランドJ事業は今回で6回目で

す。今回も国内トップシェアを誇る製品や世界規模で活躍する

製品など、多彩かつ高度な川崎のモノづくり力を象徴する魅力

的な製品や技術が揃いました。

長年培ってきた確かな技術力を活かし、未来を見据えてモノ

づくりを実践してきた弛まぬ努力の結晶の数々です。これら全て

に共通するのは、技術の先進性、独倉十性に加え、時代の要請や

社会的ニーズに対応する市場性です。

今回の特徴は、環境・エネルギー分野の製品が多いことで

す。川崎が誇る環境技術は地球環境に大きく貢献することが

期待されています。社会や経済の変化に機敏かつ柔軟に対応

し、新たな領域に挑むチャレンジスピリットが「イノベーション都

市・り|1崎」の未来を創造し、人類に貢献するものと確信していま

す。

本市といたしましては、引き続き関係機関と連携し、認定製

品の販路拡大を全力で支援するとともに、更なるブランド価値

創造に努めてまいります。市内中小企業の皆様には、「り|‖崎もの

づくリブランドJの認定事業を活用していただき、大きく成長、発

展されることを期待しております。


